
3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

大口径の水管橋や水路橋の維持管理として、定期的な目視点検により漏水
や腐食等の異常の有無を外観目視で確認しており、塗装の劣化状況に応じ、
優先順位を付けて計画的に塗装の塗替えを行っています。

本市の導水施設に使用される大口径の水管橋や水路橋は、高度経済成長期
に布設されたものが多く、布設後50～70年が経過しています。これらの水
管橋や水路橋は口径1,350mm以上あり、水路橋については最大延長約400
ｍの大規模な施設で、足場の設置が困難な位置にあります。

また、常時運用していることから、長期間の断水が困難であり、内面腐食
による劣化状況が把握できていません。

断水しなくても内面腐食が把握でき、腐食状況による劣化診断が可能であり、且つ、費用対効果が高い
技術を求めています。

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

管路の内面腐食調査（現状未実施ですが、管路内面の腐食状況を確認し、健全性を評価することで、
延命化等の検討に役立てられると考えられます。）

 16の導水施設の内面腐食調査
施設の例）昭和48年布設φ1500水管橋（延長56ｍ、取得原価約１億円、耐用年数60年）
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1  課題を抱える業務の内容


